
（「事業実績書」添付資料） 

姶 良 市 校 区 ま ち づ く り 事 業 

 

協議会名：竜門校区コミュニティ協議会  

事 業 名： 2018 小山田 ふるさとまつり 

 

【事業風景】  開催日:7 月 21 日(土)、

場所:陶夢ﾗﾝﾄﾞ、時間:17 時 30 分から 
☆ 屋内会場セット完了 

陶夢ﾗﾝﾄﾞの屋内競技場の中に観客席・舞台・

キッズコーナー・抽選会会場・救護所・優先席

を作りました。 

屋外コーナーの屋台には、いちの畜産・ファ

ミリーマート・さくらの会・福寿草・PTA(冷や

しキュウリ、かき氷)のお店が並びました。 

  

 

 

 

☆ キッズコーナー 

キッズコーナーには、竜門小 PTA のくじ引

き・リフォーユのゲーム・東木農園のゲームコ

ーナーが出来上がりました。 

尚、県青少年研修センターの方々も参加し

て頂き、竹トンボ・ネンリンネックレスなど、

細工物に子供達も一生懸命に挑戦していまし

た。 

 

参加人数 
約 500 名(役員含) 

あいらし観光大使 
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月日 実 施 内 容 

4 月 16 日 第一回実行委員会 

5 月 15 日 開催案内・出演、出店者募集 

5 月 21 日 第二回実行委員会 

6 月 10 日 出演、出店者説明会 

6 月 18 日 第三回実行委員会 

7 月 21 日 2018 小山田ふるさとまつり 

7 月 29 日 反省会 

【事業の内容】 ’17 年、10 年振りに小山

田地区の夏祭りを開催。’18 年も実行委員

(19 名)を主に、実施内容を検討。第一部(子

供)、第二部(一般)、第三部(抽選会)を開催。

特に今回は、県青少年研修センターの参加

と国際交流を考えた。(ベトナムの方々にベ

トナム民族ダンスのお披露目頂いた。) 

写  真 

写  真 



☆ 小山田保育所の幼児 

3 歳・4歳・5歳児、16 名によるお遊戯で、

「忍たま音頭」・「恐竜ダンス」をとっても

元気よく踊ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

☆ 竜門小児童育成会 

 合唱「島人
しまんちゅ

ぬ宝」を低学年と高学年に分かれ披

露してくれました。 

低学年のペットボトルの楽器も上手で、高学年の

振り付けもカッコ良かったです。 

 

 

 

 

☆ グループホーム 小山田の里  

 きよしのズンドコ節や花笠音頭を車イス

でも踊れるように工夫し練習され、楽しそう

に披露して下さいました。 脱帽 ! ! 

いつまでもお元気でお過ごしください。 

来年もふるさとまつりは開催致します。 

 

 

 

 

 

☆ 国際交流ベトナム民族ダンス 

 ベトナムのハノイから研修生として来日さ

れた 6 名。ベトナム民族ダンス(ミクミクダン

ス)を披露して下さいました。 

 “畑を耕し、種をまき、収穫を喜ぶ踊り”だ

そうです。 

 民族衣装も素敵でしたが、踊りもとても素敵

でした。 

 本当に有難う御座いました。 

写  真 

写  真 

写  真 

写  真 



☆ 屋外の屋台も盛況です 

 お祭りも佳境に入ると、屋外の屋台も

にぎわって来ました。 

・いちの畜産…生ビール、もつ煮等 

・ファミリーマート…焼き鳥、おにぎり等 

・さくらの会…おにぎり、トウモロコシ等 

・福寿草…焼きそば 

・PTA…冷やしキュウリ・かき氷等 

スタッフ用のカレーライスも美味でした。 

 

☆ 全員で総踊り  

 19 時 50 分頃には、お楽しみ抽選会の会場設営

までの間に、「小山田音頭」で総踊りを実施。 

歌詞・曲・踊りの振り付け全て、小山田の住民

の方がつくったものです。 

 ベトナムの研修生の方々もいっしょに踊り、遅

くまで御付き合い頂きました。 

 

 

 

 

☆ あいら観光大使  

 18時から21時過ぎまで本当にお疲れさま

でした。  

 7 月に「あいら観光大使」になられて、初

めての仕事ではなかったでしょうか。 

始終、お二人ともにこやかで、爽やかな風が

蒸し暑い夏の夜を吹き飛ばしてくれました。 

景品提供して戴いた(20 社)の賞品も、喜

んでいる様でした。 

 

☆ 事業を振り返って・・・ 

 平成 28 年に”まちづくりプラン”を作成する中、アンケート中にお祭りの開催をとの声が上がって

おり、昨年 10 年越しの祭りを再開しました。その際も、開催時にアンケートを取り、「駐車場が少な

い」・「食べ物が少ない」・「観客席が暑い」などの意見を取り上げ、”まちづくり事業補助”が提案され

た事から、「校区公民館と陶夢ﾗﾝﾄﾞ間の送迎バス」・「会場内の工場扇の設置」。食べ物が少ないについて

は、各出店者の方のメニューを確認し調整をお願いしました。 

 今年度は、準備の段階、まつり開催時の熱中症対策が必須でしたが、無事に何の事故もなく終了しま

した。おまつりの開催は 3 年毎に見直しをとの事で”まちづくりプラン”に謳っておりますので、毎

年開催出来るようなプログラムが課題かと考えます。 

写  真 

写  真 

写  真 


